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2-1-1  編入学児童のプロフィール 
 
第1表 編入学児童のプロフィール 
児 童 名  S(男) 
編入学年  第 3 学年 
編入年月日 1987 年 5 月 1 日 
在留国・市 フィリピン共和国・セブ市 
在留期間  6 年１ヶ月(2 歳～8 歳) 
教育機関  インターナショナルスクール 
使用言語  家庭―英語 学校―英語 地域―英語 
家族構成  父(日本人)  母(フィリピン人) 
         
           本人 妹 
児 童 名  G(女) 
編入学年  第 6 学年 
編入年月日 1987 年 5 月 13 日 
在留国・市 中華人民共和国・上海市 
在留期間  13 年(0 歳から 13 歳) 
教育機関  現地小学校（1980 年 9 月～1986 年 7 月）
      現地中学校（1986 年 9 月～1987 年 4 月）
使用言語  家庭―中国語 学校―中国語  
地域―中国語 
家族構成  祖父（日本人）  祖母（日本人） 
         
  父（中国人）    母（日系中国人） 
    
       本人 
本節では，1987 年度の実践事例について，S 君，G さんを取り上げて紹介する。2 人は，プロフィ
ール（第 1 表）から分かるように「外国人児童」ではない。S 君は，父親が日本人で日本語が話せる
が，母親がフィリピン人で全く日本語が話せないという家庭に育ち，2 歳から 8 歳までフィリピンに
在留し，英語を使う生活をしてきた。G さんは，中国からの引き揚げ者子女で，本人はもちろん両親
も日本語が理解できなかった。本来，中学 1 年生の学齢であるが，日本語の学習と生活適応のため，
学年を一つ下げて本校の第 6 学年に編入することになった。なお，S 君は日本語の基礎を習得し，日
本の学校生活に慣れるまでという条件付きで区域外就学を許可された。 
 












 2-1-3 「学校が怖い」というS君の指導について（編入学の日） 




の指導記録の一部を紹介する（5）。          
 “Let’s play baseball.”と誘いかけると，“I like baseball game.”と弾んだ声が返ってきた，そして目を輝かせな
がら身を乗り出してきたのである。私はこの子に今必要なのは「これだ！」と思い，しばらくはゲームに興じさせる
ことにした。“Lan La La.”“Oh! Homerun.”など弾んだ声が出てきた。随分楽しそうであった。すっかり気分が落
ち着いてきたようである。 




た。日本（本校）での学校生活は，このようなことから始まった。           「授業記録 1/1989 年」 
 以下，S 君の転出（2 ヶ月後に校区の学校へ編入学）までに行った指導の経過の概略を示すことに




第2表 指導の経過         「授業記録 2/1989 年」 



























































































 Sack race 











































         (出典：『今求められる帰国子女･外国人子女教育』，近代文芸社，1996 年，筆者作成) 
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 2-1-4 Gさん，中学生だけど小学校へ編入学 




























2-2-1  Bさんのプロフィール 
 
第3表 Bさんのプロフィール 
児 童 名  B(女) 編入学年  第 2 学年 
編入年月日 1989 年 9 月 1 日 出身国・市 アメリカ合衆国・ワシントン州プルマン市 
生育期間  ８年 10 ヶ月（0 歳～8 歳） 教育機関  現地小学校（フランクリン小学校） 
使用言語  英語 家族構成  父，母，姉，本人 
 
B さんの両親は，中学校・高等学校で英語を教える英語指導教員（ALT）として来日した，B さん
が通学していたフランクリン小学校と A 小学校とは，1987 年度から姉妹校として交流をしており，
これまでにもビデオや図工作品，クリスマスカード，年賀状，写真などを互いにやりとりしていたが，
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 当該校の児童がしかも 1 年間も滞在するのは初めてのことであった。 
 子ども同士のコミュニケーションを多く取らせて欲しいという保護者の願いで，取り出し指導は１








































































2-3  日本で働くために来日した保護者をもつ外国人児童の教育（1990年度） 
 世界の情勢が激変し，国際化が進展し，日本は『バブル経済』の真っ只中の年で，本校へ編入学し









































































3-2  『日本語テキスト』編集に当たって留意したこと 
 『日本語テキスト』編集に当たって留意したことは，次の 3 点である。 
① 4 カ国語の言語に対応できること 
   ポルトガル語，中国語，英語，スペイン語圏からの編入学児童に対処できるよう，「あたらしい 
たんご」の欄に，日本語と対応させて 4 カ国語を掲載した（第 4 表）。 
② 着色しながら楽しく学習できること 
   児童は塗り絵が好きである。挿絵にきれいに色を塗り，色の名前を覚えさせ，テキストの完成
を図りながら，楽しく積極的に学習できるようにした。 
③ 児童の名前をテキストに盛り込むようにすること 
   会話練習の中に登場してくる人物には，学習者の名前を採用し，テキストに親しみをもって学
習を進めることができるようにした。 
④ テキストの作成には，現地での生活経験があり正しい言語が使用できる保護者や専門家が加わ 
  ること。市教育委員会の協力を得て作成した。 
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 3-3  日本語指導実践例 
以下，このような趣旨で編集した『日本語テキスト』の日本語指導カリキュラムを示す（表 6）。そ
の後に，カリキュラム No10 の実践例を載せているが，文中の対象児童 No3～No7 は，取り出し指導
対象児童のプロフィール（第 5 表）を参考にして欲しい。 
 
3-3-1  日本語学習指導 
                 日本語学習指導略案 
1 対象 No.3～No.7 の児童（第 5 表） 
2 実施年月 1990 年 11 月 
3 単 元 名 「ぼくのへや わたしのへや」（カリキュラム No.10） 










6 指導計画（全 5 時間） 
 部屋の名前は？ 1 時間（本時） 部屋の使い方を表すことば  1 時間  会話をしよう 1 時間  文字で表現
しよう 1 時間  自分の家を書こう 1 時間 
          （出典：『今求められる帰国子女教育･外国人子女教育』，近代文芸社，1996 年，筆者作成） 
 
第5表 取り出し指導対象外国人児童のプロフィール（編入学順） 
































































 第6表 日本語指導カリキュラム（例） 
No. 学習単元名 学 習 内 容 ね ら い 留 意 点 
































































































⑧  本時の目標 
 台所，食堂，風呂場の部屋の名前を知り，それらを使った簡単な文を作ることができる。 
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 ⑨  本時の展開 
第7表 学習指導略案（ぼくのへや わたしのへや） 










































3-3-2  家族のみんなの台所 
















 H さん（No.1）と K 君は学齢では中学１年生である。日本語の力や，滞在予定年数，教育形態の
相違，保護者や本人の希望など諸般の事情を考慮し，小学校での就学を決めた。学年が違うのは編入
時期の違いによるもので，卒業までの残日数を考慮し 6 年生と 5 年生への編入に決めた。 






4-1  外国人子女教育を支えてきたもの 
 A 小学校が外国人子女教育に取り組んで 7 年（1987～1994 年）が経った。遅々とした歩みであっ
たが，年々着実に成果を上げていった。外国人児童の受け入れを始め，適応指導，日本語指導などが
上手く機能してきたのには大きく 4 つの理由がある。 




















 外国人児童を担任した教師は，そのような感想を話してくれた。「何といっても L 君が明るく安定

























子女教育』，近代文芸社，1996 年，pp.13-18.  
(3) 文部科学省「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け入れ状況等に関する調査(平成 28 年度)」(2017．3)の結果
によると，「日本語指導が必要な外国人児童生徒」の総数は，34,335 人となっている。 
(4) 文部科学省『外国人児童生徒受入の手引き（改訂版）』，明石書店，2019 年，総頁数 68p. 
(5) 西宮市立小松小学校（文部省帰国子女教育受入推進地域センター校）「3． 適応指導(3) 取り出し指導の事例」『昭
和 62 年度 帰国子女教育研究紀要 第 4 集』，pp.13-29.  
(6) 前掲(2) 「（3）言語の力をつける基本理念」 pp.65-71. 
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